
世
一
系
の
皇
室
は
男
系
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。
憲

法
改
正
は
斯
界
の
悲
願
で
、

先
輩
た
ち
の
熱
い
思
い
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。
粘
り
強
く

国
会
発
議
と
国
民
投
票
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た

後
に
日
程
に
入
り
、
各
都
道

府
県
か
ら
選
考
委
員
が
推
薦

さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
選
挙

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和元年（2019年）６月１０日　月曜日 第752号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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「
言
霊
に
込
め
し
令
和
や
若
葉
風
」

こ
れ
は
あ
る
地
方
紙
に
載
っ
て
い
た

俳
壇
の
第
一
席
で
、
評
に
は
「
言
霊

の
幸（
さ
き
わ
）
う
国
の『
令
和
』
の

時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。『
若
葉
風
』

に
、
平
和
を
願
う
祝
意
が
こ
も
る
」

と
あ
っ
た
。
多
く
の
日
本
人
が
新
し

い
御
代
を
そ
う
感
じ
て
い
る
。

令
和
の
字
が
取
ら
れ
た「
万
葉
集
」

の
こ
と
を
上
野
誠
奈
良
大
学
教
授
は

「
八
世
紀
の
声
の
缶
詰
、
言
葉
の
文

化
財
」
と
言
う
（『「
令
和
」
の
心
が

わ
か
る
万
葉
集
の
こ
と
ば
』
幻
冬

舎
）。
当
時
の
日
本
人
の
言
葉
が
漢

字
を
借
り
て
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。語

り
継
い
で
き
た
か
ら
、
独
特
の

リ
ズ
ム
も
伴
う
。
古
代
人
の
体
の
リ

ズ
ム
で
紡
が
れ
た
の
が
万
葉
の
歌
と

言
え
よ
う
。

し
か
り
け
り
」
と
い
う
歌
は
一
種
の

諦
観
だ
が
、
そ
こ
か
ら
「
世
の
中
、

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
立
ち

直
る
の
が
日
本
人
。

万
葉
の
ふ
る
さ
と
奈
良
の
枕
詞

「
あ
を
に
よ
し
」
の「
あ
を
に
」
は
青

朱
で
は
な
く
、
青
い
土
だ
そ
う
。
奈

良
の
ど
こ
か
の
土
が
、
青
色
彩
色
に

使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。「
あ
か
ね
さ

す
」
は
紫
の
枕
詞
。
あ
か
ね
は
植
物

の
名
前
で
、
そ
の
根
か
ら
赤
い
染
料

が
取
れ
た
。「
あ
か
ね
さ
す
　
紫
草
野

（
む
ら
さ
き
の
）
行
き
　
標
野（
し
め

の
）
行
き
　
野
守
は
見
ず
や
　
君
が

袖
振
る
」
は
天
智
・
天
武
の
２
人
の

天
皇
か
ら
愛
さ
れ
た
額
田
王
の
歌

で
、
古
代
人
の
ロ
マ
ン
ス
。

冒
頭
を
飾
る
歌
も
、
雄
略
天
皇
が

菜
を
摘
む
娘
に
「
家
を
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
い
。
名
を
名
の
っ
て
く
だ

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

「
万
葉
集
」
の
言
葉
で
、
今
で
は

使
わ
れ
な
い
の
が
「
か
は
た
れ
時
」。

彼
は
誰
？
と
分
か
ら
な
い
夜
明
け

時
。「
あ
た
ら
し
」
は
惜
し
い
、
大
切

な
の
意
味
。
新
し
い
は

「
あ
ら
た
し
」
と
言
っ

た
。「
に
ほ
ふ
」
は
主
に

視
覚
の
こ
と
で
、
特
に

赤
や
紅
に
つ
い
て
使
わ
れ
た
。「
三
高

寮
歌
」
の
「
紅
に
お
う
」
は
古
語
の

使
い
方
に
な
る
。

逆
に
同
じ
な
の
は
「
よ
の
な
か
」。

「
よ
」
は
区
切
ら
れ
た
特
定
の
時
間

や
空
間
の
こ
と
で
、
人
の
一
生
も

「
よ
」
で
、「
よ
の
な
か
」
に
は
人
生

と
人
の
世
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と

言
う
。「
世
の
中
は
　
空
し
き
も
の
と

知
る
時
し
　
い
よ
よ
ま
す
ま
す
　
悲

さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
も
の
で
、
当

時
の
求
婚
の
儀
式
だ
ろ
う
。
大
王
が

娘
に
敬
語
を
使
う
の
も
面
白
い
。

第
21
代
の
雄
略
天
皇
は
、
反
抗
的

な
地
方
豪
族
を
武
力
で
ね
じ
伏
せ
、

ヤ
マ
ト
王
権
を
確
立
し
た
と
さ
れ
る

大
王
で
、『
宋
書
』
な
ど
に
記
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
「
倭
の
五
王
」
の
一
人
、

５
世
紀
末
の
武
に
比
定
さ
れ
、
そ
の

名
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
」
を
記
し
た
刀
剣

が
２
点
、
埼
玉
県
と
熊
本
県
の
古
墳

か
ら
発
掘
さ
れ
、
実
在
が
ほ
ぼ
確
定

さ
れ
て
い
る
最
古
の
天
皇
で
あ
る
。

雄
略
天
皇
の
御
陵
は
５
月
14
日
、

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
事
前

審
査
を
す
る
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

（
イ
コ
モ
ス
）
か
ら
登
録
が
ふ
さ
わ

し
い
と
勧
告
を
受
け
た
大
阪
府
に
あ

る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
一

つ
で
、
日
本
の
国
の
か
た
ち
の
基
本

が
で
き
た
河
内
王
権
の
価
値
が
世
界

的
に
認
め
ら
れ
た
意
義
も
大
き
い
。

「
万
葉
集
」
に
最
も
多
く
詠
ま
れ

た
植
物
は
１
４
１
首
の
萩
で
、
１
１

９
首
の
梅
に
優
る
。
庭
先
に
植
え
ら

れ
、黄
葉（
も
み
ち
）も
楽
し
ま
れ
た

か
ら
。
き
き
ょ
う
は
薬
と
し
て
も
使

わ
れ
、自
然
と
の
関
係
が
近
か
っ
た
。

上
野
教
授
は「
あ
と
が
き
」
で「
大

切
な
こ
と
は
、

地
域
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
、

砂
場
を
き
れ
い

に
し
よ
う
…
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
い
る
人
に
対
す
る
敬
意
で
す
。
…

そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
う

や
っ
た
ら
、
気
持
ち
の
よ
い
ご
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
か
、
…
季
節
の
話
題

で
心
を
な
ご
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
、
自
然
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」
と
言
う
。
そ
の
恩

恵
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
す
自
然
へ
の

愛
が
、
日
本
人
の
心
と
共
同
体
を
育

て
て
き
た
の
で
あ
る
。

深
み
の
あ
る
言
葉
と
思
考

さ
ら
に
最
後
に
「
今
の
日
本
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
深
み
の
あ
る

思
考
に
、
深
み
の
あ
る
言
葉
で
す
。

ど
ん
な
に
統
計
の
数
字
を
並
べ
た
と

し
て
も
、
数
字
を
ど
う
読
み
取
り
、

ど
う
語
る
か
は
、
人
の
思
考
に
よ
る

も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
言
葉
で
も

の
を
考
え
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
言

葉
の
深
み
を
知
っ
て
こ
そ
、
深
み
の

あ
る
思
考
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
締
め
て
い
る
。

い
く
ら
Ｉ
Ｔ
が
発
達
し
て
も
、
そ

れ
が
人
間
不
信
に
基
づ
い
て
使
わ
れ

る
と
、
監
視
カ
メ
ラ
が
あ
ふ
れ
る
中

国
の
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。

人
々
が
支
え
、
慈
し
み
合
う
和
や
か

な
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
人
の
た
め

社
会
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
に
日
常

的
な
喜
び
を
見
い
だ
す
日
本
人
に
な

り
た
い
。
そ
れ
が
「
令
和
」
に
込
め

ら
れ
た
言
霊
の
意
味
だ
と
思
う
。

「
令
和
」の
心
の
日
本
人
に

開
す
る
。『
安
定
的
な
皇
位
継

承
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
課

題
』
と
『
女
性
宮
家
の
創
設

等
』
を
検
討
す
る
と
の
問
題

に
関
し
て
は
、
神
道
政
治
連

盟
や
関
係
国
会
議
員
と
連
携

し
、
歴
史
的
に
男
系
継
承
が

古
来
例
外
な
く
維
持
さ
れ
て

き
た
重
み
を
踏
ま
え
、
皇
室

の
将
来
的
安
定
化
に
向
け
た

方
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
対

応
を
図
る
。

憲
法
改
正
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
国
会
で

の
論
議
の
活
性
化
と
、
改
憲

気
運
の
醸
成
を
目
指
し
、
神

道
政
治
連
盟
が
取
り
組
む

『
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

に
協
力
し
、『
美
し
い
日
本
の

憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会
』

と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
実
践

活
動
に
努
め
る
。

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
総
額
が

48
億
９
６
３
４
万
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
、

６
２
１
６
万
円
の
減
額
計
上

と
な
っ
て
い
る
。

皇
室
と
神
宮
、
神
社
と
の

社

説

深
い
結
び
つ
き
が
広
く
国
民

に
再
認
識
さ
れ
る
好
機
と
な

る
こ
と
を
願
う
」

次
に
議
案
審
査
特
別
委
員

が
選
任
さ
れ
た
。
上
程
さ
れ

た
議
案
は
次
の
通
り
。
第
一

号
：
令
和
元
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
案
、
第
二

号
：
一
般
会
計
資
金
年
度
内

一
時
繰
り
替
え
の
件
、
第
三

号
：
平
成
三
十
年
度
御
代
替

関
係
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補

初
期
禅
宗
史
研
究
の
国
際
シ
ン
ポ

と
、
簡
単
で
直
接
的
か
つ
効

果
的
な
形
態
の
瞑
想
の
提
供

だ
。
実
践
者
は
古
い
掟
の
順

守
を
免
れ
る
と
い
う
反
戒
律

主
義
も
禅
の
魅
力
だ
」
と
語

っ
た
。

中
島
志
郎
教
授
（
花
園
大

学
）
は
「
随
自
意
三
昧
か
ら

一
行
三
昧
へ
」
の
題
で
発
表

し
、「
南
宋
禅
の
起
点
で
あ
る

神
会
の
坐
禅
定
義
『
念
不
起

５
月
25
・
26
の
２
日
間
、

東
京
都
文
京
区
の
東
洋
大
学

で
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
伊
吹
敦
代
表
）・
東
洋
大

学
東
洋
学
研
究
所
主
催
の

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
初

期
禅
宗
史
研
究
の
最
前
線
」

が
、
日
本
は
じ
め
中
国
、
台

湾
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の

研
究
者
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。

正
予
算
案
、
第
四
号
：
令
和

元
年
度
御
代
替
関
係
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
案
、
第
五

号
：
神
社
祭
祀
規
程
の
一
部

を
変
更
す
る
規
程
案
、
第
六

号
：
御
代
替
記
念
昇
級
特
別

措
置
に
関
す
る
規
程
案
、
第

七
号
：
御
代
替
記
念
昇
階
特

別
措
置
に
関
す
る
規
程
案
、

第
八
号
：
財
務
規
程
の
一
部

を
変
更
す
る
規
程
案
。
第
一

号
と
第
二
号
は
一
括
議
題
と

た
。龔

雋
（
ゴ
ン
・
ジ
ュ
ン
）

教
授
（
中
山
大
学
・
中
国
）

は
「
中
国
初
期
禅
門
に
お
け

る
『
維
摩
経
』」
を
説
明
し
、

「
従
来
、
禅
宗
は
『
不
立
文

字
』『
教
外
別
伝
』
の
流
派
と

見
な
さ
れ
、
禅
師
た
ち
は
経

典
を
排
除
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
様
々
な
形
で

経
典
を
扱
い
、
解
釈
し
て
い

た
。『
維
摩
経
』
は
中
古
禅
宗

史
の
思
想
形
成
に
重
要
な
影

響
を
与
え
、
禅
師
た
ち
は

『
維
摩
経
』
の
観
念
を
使
用

し
た
。
達
摩
の
教
え
と
さ
れ

る
『
二
入
四
行
』
は
明
ら
か

に
『
維
摩
経
』
を
引
用
し
て

禅
法
を
説
く
。
中
国
の
初
期

禅
の
時
代
に
は
『
維
摩
経
』

が
流
行
し
、
そ
の
思
想
が
禅

宗
に
与
え
た
影
響
は
深
く
広

い
」
と
述
べ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
女
性
研
究
者

は
「
内
容
も
高
く
、
様
々
な

国
か
ら
の
研
究
者
の
発
表
を

聞
け
、
よ
い
交
流
も
で
き

た
」
と
満
足
し
た
様
子
だ
っ

世
界
の
初
期
禅
研
究
家
が
参
加

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル

教
授
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
・

米
国
）
は
「
初
期
禅
と
『
不

二
』
－
禅
に
お
け
る
反
戒
律

主
義
の
文
化
的
影
響
力
」
と

題
し
て
発
表
、「
初
期
禅
は
中

観
派
と
瑜
伽
行
派
と
の
単
な

る
合
成
に
す
ぎ
な
い
。
禅
の

魅
力
は
、
釈
迦
か
ら
現
今
の

祖
師
に
至
る
ま
で
の
途
切
れ

の
な
い
師
資
相
承
の
命
脈

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
http://www.kisaragibook.com

四
六
判
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６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

23
日
午
前
10
時
に
一
同
、

統
理
が
入
場
。
修
祓
、
神
殿

拝
礼
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生

活
の
綱
領
唱
和
の
後
、
開
会

し
、
鷹
司
尚
武
統
理
が
「
今

上
陛
下
に
対
し
て
は
斯
界
を

あ
げ
て
、
誠
を
尽
く
し
た

い
。
国
内
外
に
安
全
を
脅
か

す
こ
と
も
多
く
あ
る
が
、
神

社
の
役
割
を
果
た
し
、
よ
り

良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

神
道
精
神
を
も
っ
て
尽
力
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
に
移
り
、
小
松

輝
世
久
神
宮
大
宮
司
が
「
神

社
本
庁
の
日
頃
の
努
力
に
感

謝
し
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る

結
束
の
も
と
斯
界
の
発
展
、

後
進
の
指
導
を
期
待
し
た

い
」
と
、
神
道
政
治
連
盟
会

長
打
田
文
博
氏
の
代
理
で
服

部
憲
明
・
岩
津
天
満
宮
宮
司

が
「
安
定
的
な
皇
位
継
承
の

た
め
女
性
宮
家
を
め
ぐ
る
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
万

是
坐
　
見
本
性
是
禅
』
は
語

義
と
し
て
は
恣
意
的
で
、
初

期
禅
宗
は
単
な
る
坐
禅
で
は

な
い
、
禅
定
の
痕
跡
が
見
え

隠
れ
す
る
。『
大
乗
心
行
論
』

に
は
坐
禅
で
な
い
禅
定
の
影

響
が
見
え
る
。
神
会
は
坐
禅

定
義
を
巡
り
南
宗
こ
そ
真
の

坐
禅
だ
と
い
う
が
、『
坐
禅
で

は
な
い
禅
定
』
が
あ
る
の
で

は
と
の
疑
問
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。『
禅
門
経
』
に
は
方

便
を
立
て
る
普
寂
の
限
界
を

批
判
す
る
意
図
が
見
え
る
。

こ
れ
は
坐
禅
を
宣
揚
し
た
普

寂
を
明
白
な
対
象
と
し
、『
禅

門
経
』
は
坐
禅
で
は
な
い
禅

定
を
説
く
。『
禅
門
経
』
は
そ

の
後
の
禅
宗
（
南
宗
系
）
で

も
継
承
さ
れ
た
」
と
主
張
し

の
後
、
議
長
が
中
山
高
嶺
氏

（
埼
玉
県
神
社
庁
長
）
に
副

議
長
が
川
村
公
彦
氏
（
高
知

県
神
社
庁
長
）
と
春
名
明
氏

（
後
山
神
社
役
員
）
に
決
定

し
た
。
続
い
て
議
事
録
署
名

議
員
が
指
名
さ
れ
、
田
中
総

長
が
挨
拶
を
し
た
。
挨
拶
の

要
旨
は
次
の
通
り
。

「
今
秋
に
は『
即
位
礼
正
殿

の
儀
』、『
大
嘗
祭
』
を
は
じ

め
御
即
位
に
伴
う
一
連
の
行

事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
新
し

い
御
代
を
迎
え
、
皇
室
の
弥

栄
を
祈
念
す
る
。
神
宮
に
お

い
て
は
、
昨
年
も
８
５
０
万

人
を
超
え
る
参
拝
者
が
あ

り
、
高
い
参
宮
気
運
を
維
持

し
て
い
る
。
一
方
、
神
社
大

麻
・
暦
の
頒
布
活
動
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
減
退

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
本
宗

奉
賛
活
動
の
協
力
推
進
に
努

め
て
い
く
。

皇
室
護
持
運
動
に
つ
い
て

は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
に
あ

た
り
、
国
民
挙
っ
て
御
慶
事

を
寿
ぐ
べ
く
、
関
係
団
体
等

と
協
力
し
、
奉
祝
行
事
を
展

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

し
て
扱
わ
れ
、
令
和
元
年
度

の
一
般
会
計
予
算
大
綱
が
田

中
総
長
か
ら
発
表
さ
れ
た

後
、
詳
細
が
神
社
本
庁
職
員

か
ら
説
明
さ
れ
た
。
第
三
号

と
第
四
号
も
一
括
議
題
と
し

て
扱
わ
れ
、
詳
細
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
予
算
審

議
特
別
委
員
が
選
出
さ
れ
、

午
後
３
時
20
分
か
ら
議
案
審

査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ

た
。（
３
面
に
続
く
）

東洋大学

挨拶をする鷹司尚武統理＝5月23日、東京都渋谷区の神社本庁

研究発表する黃靑萍（ファン・チンピン）・銘傳大學
助理教授（台湾）＝5月25日、東京都文京区の東洋大学

「
イ
エ
ス
は
彼

に
答
え
て
言
わ
れ

た
、『
も
し
だ
れ
で

も
わ
た
し
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
わ
た
し

の
言
葉
を
守
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

わ
た
し
の
父
は
そ
の
人
を
愛
し
、
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
は
そ
の
人
の
と
こ
ろ
に
行

っ
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
住
む
で
あ
ろ

う
。
わ
た
し
を
愛
さ
な
い
者
は
わ
た
し

の
言
葉
を
守
ら
な
い
。
あ
な
た
が
た
が

聞
い
て
い
る
言
葉
は
、
わ
た
し
の
言
葉

で
は
な
く
、
わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
た

父
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

あ
な
た
が
た
と
一
緒
に
い
た
時
、
す
で

に
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
助

け
主
、
す
な
わ
ち
、
父
が
わ
た
し
の
名

に
よ
っ
て
つ
か
わ
さ
れ
る
聖
霊
は
、
あ

な
た
が
た
に
す
べ
て
の
こ
と
を
教
え
、

ま
た
わ
た
し
が
話
し
て
お
い
た
こ
と
を
、

こ
と
ご
と
く
思
い
起
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
。』」（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
14
：
23
│
26
）

イ
エ
ス
は
十
字
架
の
死
に
向
か
う
前
、

こ
う
弟
子
た
ち
に
語
っ
た
。
実
際
に
イ

エ
ス
は
、
死
ん
で
３
日
目
に
復
活
し
40

日
間
活
動
さ
れ
た
。
50
日
目
の
五
旬
祭

の
時
、
弟
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
祈
っ
て

い
る
と
聖
霊
が
遣
わ
さ
れ
、
イ
エ
ス
が

い
か
な
る
方
か
を
悟
る
に
至
っ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
会
は
、
こ
の
日
を
聖
霊
降
臨

の
一
日
と
し
て
記
念
す
る
。
　
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
ail:religion@
sage.ocn.ne.jp

http://w
w
w
.religion-new
s.net

※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

東
京
国
立
博

物
館
で
３
月
26

日
か
ら
６
月
２

日
ま
で
開
催
さ

れ
た
特
別
展

「
国
宝
 東
寺
│

空
海
と
仏
像
曼
荼
羅
」
の

圧
巻
は
第
一
章
「
空
海
と

後
七
日
御
修
法
（
ご
し
ち

に
ち
み
し
ほ
）」。
最
澄
と

と
も
に
唐
に
渡
り
、
密
教

の
第
七
祖
で
あ
る
長
安
青

龍
寺
の
恵
果
和
尚
か
ら
伝

法
阿
闍
梨
位
の
灌
頂
を
受

け
、「
遍
照
金
剛
」
の
灌
頂

名
を
賜
っ
た
空
海
は
、
帰

国
後
、
密
教
の
教
理
を
完

成
さ
せ
る
▼
密
教
は
修
法

（
す
ほ
う
）
を
行
っ
て
効

験
（
こ
う
げ
ん
）
を
得
る

実
践
的
な
宗
教
だ
と
説
い

た
空
海
が
行
っ
た
修
法
の

う
ち
、
最
も
重
要
な
の

が
、
天
皇
の
健
康
と
国
家

の
安
泰
を
祈
り
、
正
月
８

日
か
ら
14
日
に
か
け
て
行

わ
れ
る
後
七
日
御
修
法
。

平
安
時
代
に
は
宮
中
に
建

立
さ
れ
た
真
言
院
で
、
江

戸
時
代
に
は
御
所
の
紫
宸

殿
で
修
さ
れ
て
き
た
が
、

明
治
の
神
仏
分
離
令
と
廃

仏
毀
釈
の
嵐
で
廃
止
さ
れ

た
の
を
、
16
年
に
東
寺
で

再
興
し
、
今
日
ま
で
続
け

ら
れ
て
い
る
▼
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
天
皇

の
即
位
の
礼
で
「
即
位
灌

頂
」
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
仏

教
が
深
く
皇
室
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
は
、
空
海
が

開
い
た
こ
の
修
法
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
。
御
代
替
わ

り
の
儀
礼
と
合
わ
せ
、
見

ご
た
え
の
あ
る
展
示
だ
っ

た
▼
修
法
の
内
容
は
、
天

皇
と
大
日
如
来
、
皇
祖
神

ア
マ
テ
ラ
ス
の
一
体
化
を

図
る
も
の
で
、
即
位
の
礼

に
も
通
じ
る
。
つ
ま
り
日

本
版
王
権
神
授
説
と
も
言

え
よ
う
。
江
戸
時
代
の
即

位
の
礼
は
庶
民
に
も
開
放

さ
れ
、
最
先
端
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
女
性
た
ち
の
関

心
を
呼
び
、
子
供
た
ち
が

旗
に
じ
ゃ
れ
て
い
た
と
い

う
。
明
治
か
ら
は
関
係
者

だ
け
の
参
加
に
な
っ
た

が
、
や
が
て
一
般
に
も
開

放
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

た
。上

記
以
外
の
発
表
者
は
次

の
通
り
。
程
正
（
チ
ェ
ン
・

ゼ
ン
）・
駒
澤
大
学
教
授

「『
惟
心
觀
一
卷
』
に
つ
い

て
」、
黃
靑
萍（
フ
ァ
ン
・
チ

ン
ピ
ン
）・
銘
傳
大
學
助
理

教
授
（
台
湾
）「《
頓
悟
真
宗

論
》
に
お
け
る
禅
思
想
の
特

質
―
禅
宗
と
攝
論
思
想
の
融

合
」、
大
竹
晋
（
仏
典
翻
訳

家
）「
前
定
に
よ
る
業
障
消
去

を
め
ぐ
っ
て
」、
林
佩
瑩（
リ

ン
・
ペ
イ
イ
ン
）・
輔
仁
大

学
助
理
教
授（
台
湾
）「《
禅
秘

要
法
経
》
與
《
治
禅
病
秘
要

法
》
中
的
禅
病
│
論
早
期
漢

地
禅
修
伝
統
的
観
想
法
門
」、

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ア
ダ
メ
ッ

ク
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
准
教

授
（
カ
ナ
ダ
）「
Com
paring

Rhetorical 
U
ses 
of

Yogācāra and Pram
ana

T
erm
inology 
in 
the

Ding shifei lun

定
是
非
論

and the Lidai fabao ji

歴

代
法
寶
記
」、
伊
吹
敦
・
東

洋
大
学
教
授
「
七
世
紀
後
半

に
お
け
る
中
國
北
地
の
思
想

動
向
―
『
金
剛
三
昧
経
』
に

見
る
初
期
禅
宗
と
三
階
教
の

接
合
と
そ
の
意
味
」。

国書刊行会

監
訳
著
・

水
谷
 周
訳
補
完
・
杉
本
恭
一
郎

２
０
１
９
年
２
月
発
刊
　
定
価
 ２
７
０
０
円
＋
税

読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
く
、真
髄
を
極
め
る
達
意
の
新
訳

や
さ
し
い
和
訳

〒174─0056 東京都板橋区志村1─13─15
TEL：03─5970─7421

神
社
本
庁
（
田
中
恒
清
総
長
）
令
和
元
年
５
月
定
例
評
議
員
会
（
中
山
高
嶺
議
長
、
定
数
１
６
８
人
／
出
席
１
５
３

人
）
が
５
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
代
々
木
の
神
社
本
庁
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
上
程
さ
れ
た
８

つ
の
議
案
の
う
ち
、
予
算
審
議
特
別
委
員
会
（
角
河
和
幸
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
案
な
ど
４
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
４
議
案
も
本
庁
職
員
の
説
明
の
後
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

た
。
議
案
審
査
特
別
委
員
会
（
金
岡
正
和
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
６
つ
の
議
案
審
査
特
別
委
員
会
付
託
議
案
は
、
一

部
修
正
の
後
、
４
議
案
に
ま
と
め
ら
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

神社本庁

令
和
元
年
５
月
定
例
評
議
員
会

鷹
司
尚
武
氏
が
統
理
に
再
任

・


